
防コミの歩き方たずね歩き消防団
灘消防団では、神戸市の未来を担う子ど

もたちに対して、さまざまな防災教育をおこ
なっています。ここに平成25年度におこなっ
た訓練・活動の一部をご紹介します。
● 「アメリカ式」危機管理教育
7月30日に鶴甲幼稚園の園児を対象に講
習をおこないました。アメリカ式は、火災を
防ぐために火を使わないのではなく、実際に
火を扱うことで必要となる対処を学ぶ教育で、
服に火がついたときにどうするかについて、
「止まって」「倒れて」「転がる」ことで消すこと
ができることを全員で学びました。

● 津波避難訓練
9月3日に西郷小学校・灘すずかけ幼稚
園・灘保育所・灘児童館の児童・園児たち
を中心に津波避難訓練をおこない、避難す

ることで自分の命は自分で守ることを知ること
ができました。
● ファイア・アドベンチャー
10月22日に灘区内の小学生を対象に

ファイア・アドベンチャーをおこない、消防署
の仕事や、「地震」「流水」などの災害時の
危険性を、身をもって体験しました。

●小学生を対象とした救命講習
灘消防団では、平成24年度から区内の
小学生に対し救命入門コースを実施していま
す。今年度も9月3日に西郷小学校・灘小
学校、1月10日に摩耶小学校、16日に六
甲小学校、17日には福住小学校で講習を
実施しました。
灘消防団では、これからも子どもたちに対

して積極的に防災教育をおこなっていきたい
と考えています。

（灘消防署　大内洋二）

未来を担う子どもたちへ
●地域福祉センターを一時避難所として
垂水区の千代が丘防災福祉コミュニティ

では、日々の防災訓練はもちろんのこと、慣
れ親しんだ地域福祉センターを災害時に有
効活用できる体制作りに努めています。地
域福祉センターを災害時の地域活動拠点と
なる一時避難所として運用するためにマン
ホール汚水管使用簡易トイレの設営や災害
時要援護者を対象とした地域福祉センターま
での避難誘導訓練、安全マップの作成など
さまざまな訓練に取り組んできました。
地域住民の方 を々交えたさまざまな訓練を

おこなってきた千代が丘防災福祉コミュニ
ティですが、いついかなる時に発生するかわ
からない災害に備えて今回、地域福祉セン
ターを拠点とした夜間訓練をおこないました。
初めての試みである今回の訓練はどのよう

なものだったのでしょうか？
●夜間訓練
当日は、日曜日１８時に開始という時間帯

にもかかわらず、１３０人以上の方々が足を
運んでおられました。
訓練では、要援護者を意識した夜間避難
誘導訓練、避難されて来た方々への安全・
健康チェック、その後、地域福祉センター
ホールにて、船岡防災長のあいさつに始ま
り、カセットボンベ式発電機の説明、停電
時を想定した暗闇の中での発電機作動訓
練、投光器の点灯、ツナの油漬けの缶詰を
使ってのロウソク作りをおこないました。続い
て「夜間の災害特徴と避難対策について」
人と防災未来センター研究主幹である宇田

川真之先生の講話、垂水消防署署員によ
る防災学習、炊き出し訓練など盛りだくさん
の内容となりました。
●さらなる防災意識向上に向けて
「年に一回は続けて開催してほしい」（７０
歳代女性）。「日頃から防災意識を持つこと
が大切だと改めて思った」（４０歳代女性）。
「夜間訓練で、昼間は気にならなかった勾配
があることに気づいた」（５０歳代女性）。「ツ
ナの油漬け缶詰で、ロウソク作りができると
は思ってもみなかった」（６０歳代女性）。この
他にもたくさんの意見をいただきました。この
ような意見の数々は、千代が丘防災福祉コ
ミュニティが地域の方々のつながりや防災意
識を高めることに非常に貢献していること、
市民の方々から期待されていることの紛れも
ない証です。今後も千代が丘防災福祉コ
ミュニティから目が離せませんね。

（垂水消防署　明石将希）

夜間に備える！
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